
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 　　　　　　２３名 （回答者数）
　　　　　　　　　　２１名

～ 令和８年２月　日

（対象者数） 　　　　　　１１名 （回答者数）
　　　　　　　　　　１１名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動内容も集団で遊びのルールやチームワーク等を養える

ように公園への外出活動も毎日、行っていく。

2

・学校や相談支援所業所との情報共有をはかっていきます。

3

・春はお花見、夏は水遊び、秋冬は外出と四季の移り変わり

を感じる活動を取り入れています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・広い1階に誘導するが児童の特性もあり難しいことがある。

スタッフを増員すること。

2

3

○事業所名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童デイサービスはなみずき

○保護者評価実施期間
令和7年4月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・１階、2階と活動部屋が分かれているのでスタッフが足りな

い、

・スタッフの人数が不足のため、2階に児童がいる場合は一人

でも対応しています。

・支援学校と支援級の児童、おおよそ同率で利用頂いており、

多様な障害特性のお子さんが居ります。

・スタッフもお子さん同士の関わりを第一に考え、個から２，

３人と小集団で楽しい時間を過ごせるようにしています。

・児童に関わる経験年数の多いスタッフと保育士は現在３名で

対応しています。

・学校とは違う環境でご家庭に帰る前に一度、心身を開放し、

日々のルーティンや日常の基本動作を習得を身に付けられるよ

うにしていきます。

・いろいろなことを体験し、視野を広められる活動に取り組ん

でいます。

・感覚バランスを遊具を使い、心身と健康を養う。音楽療法、

ダンス、体育館、ヨガ、ヒップホップを取り入れています。

事業所における自己評価総括表公表


